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領家教育長    定刻となりましたので、ただいまから令和７年度第９４７回

益田市教育委員会臨時会を開催いたします。本日は、オンライ

ンによる臨時会となっております。通信状況等によって会話の

途中で途切れることなどがありましたら、あらかじめご了解い

ただきますとともに合図等を送っていただいて、こちらでも対

応したいと思いますので、皆様方と、それから事務局と協力の

上、対処していただきますようよろしくお願いします。それで

は議事に入らせていただきます。 

 

 

第１ 議題 

議第１８号  令和７年度（令和６年度事業分）益田市教育委員会点検・評価報

告書について 

領家教育長    それでは、これから議事日程第１議題に移らせていただきま

す。 

本日の議題ですが、議事案件が１件となります。 

それでは、議第１８号令和７年度（令和６年度事業分）益田

市教育委員会点検・評価報告書について事務局より説明を求

めます。 

齋藤課長     先ほど教育長からお話ありましたように、本日の議題としま

して、前回の臨時会を７月に開かせていただきまして、外部

評価委員会に委ねながら、また点検をいただくというところ

でご説明をしました。 

令和７年度（令和６年度事業分）の益田市教育委員会点

検・評価報告書について、おおむね外部評価委員会、７月、

８月のそれぞれ１回ずつ開催をいたしまして、外部評価委員

会の委員の皆さんからもご指摘等もいただきながら修正を

し、先般８月２０日になりますが、２回目の点検・評価をい

ただきながら、最終的に修正したものが出来上がりましたの

で、本日は議題としまして皆さん方にご確認いただき、市

民、また市議会にお出ししていこうというところの内容でご

ざいます。 

それでは、資料の中にございますが、まず議案の一番頭の

ところを見ていただければと思います。４点にわたって記載

をしておりますが、これを基にご説明したいと思います。 

今回の点検・評価報告書、事前に点検・評価につきまして

はお話をしていると思います。具体的に教育に関する大綱、

それから令和６年度の施政方針、令和６年度の教育行政の取
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組について、こういったところに盛り込む重点項目、これら

の事業内容を踏まえまして点検・評価を行った状況です。 

点検・評価の内容、これ第６次の益田市総合振興計画、こ

れに基づく基本施策によって１４の評価対象事業についての

事業目標を立てまして、その実績を基に自己評価を行ったと

いうところです。重点項目として６つありますけれども、こ

れも前回のところでご説明をさせていただきましたので、説

明については割愛させてもらいます。 

その上で、２番目の評価結果の概要ですが、以前ご説明し

たときには、このＡ、Ｂ、Ｃの３つの評価に該当する部分に

ついて、それぞれＡ評価が３つ、Ｂ評価が７つ、Ｃ評価が４

つという話でございました。外部評価の中で、もちろん事務

局としても精査をした結果のところで、その内容が変わりま

して、Ｂ評価が１つ増えてＣ評価が１つ減ったというところ

の詳細になったところでございます。これにつきましては、

要は目標に掲げていたところに関しての評価の部分を段階に

分ける際においての、少し違いがございまして、これを整え

ました上で基本整理をした結果としてＢ評価に切り替わった

というところでございます。ですので、先ほど言いましたＡ

が３事業、Ｂが８事業、Ｃが３事業ということでの結果にな

ったところでございます。 

これを含めまして、３番目に外部評価の開催というところ

があります。４人の委員さんからいろいろな意味合いで指摘

事項等もいただきました。いただいた項目に当たっては、最

初の会の中で令和６年度の事業に関しての指摘事項を全部で

２８、追加で２回目のところで７ついただきましたので、全

部で３５の指摘事項をいただいたところです。これらにつき

ましては、各課に確認をしまして、各課からも調整をする中

での修正したものが現時点で添付している点検・評価の内容

になっているところでございます。併せまして、目標につい

てというところです。令和７年度目標というのは、今年度の

事業の目標になるというところです。こちらにつきまして

も、やはり前回、またその前のところも含めまして、令和５

年度のところまでの目標、そしてその実績、その評価、そう

いったところに関しての一覧表も資料として添付をした上

で、これに対してのご意見をいただきながら、指摘事項とし

て１１の指摘事項をいただきまして、これらも各課に下ろし

た中で調整をいただいたという状況でございます。 
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今回につきましては、点検・評価報告書の中には修正した

ものとともに各外部評価委員さんの意見書も載せたものが今

回の資料となっております。 

最後に、今後の対応でございます。今日の議決をいただき

ましたものにつきましては、教育委員会がまとめたというこ

とになりますので、９月に開催予定の市議会定例会総務文教

委員会で報告をしてまいりたいと思います。あわせまして、

報告後につきましては、市のホームページに内容を掲載いた

しまして、広く多くの皆さんに確認をいただきたいと思って

いるところです。説明については以上になります。 

領家教育長     それでは、ただいまの説明を受けましてご質問等がありま

したらお伺いしようと思います。手を挙げていただきまし

て、指名をいたしますので、そうしますとミュートを外して

もらってご意見を述べていただいたり、ご質問等いただけれ

ばと思います。委員の皆さん、いかがでしょうか。質問等は

特によろしいでしょうか。 

齋藤委員      重点項目の１番の評価対象事業②番、③番のところです。

②番が確かな学力の向上を目指した教育の推進とあります。

③番が同じ文言がきて、その後に子どもの可能性を伸ばす、

個別最適化の推進とありますが、②番と③番が同じ言葉が重

なってきているので、③番は子どもの可能性を伸ばす個別最

適化の推進というだけにしてもいいのではないでしょうか。

それが１つです。あわせて、今のところが少し意味がよく分

からないですが、「個別最適化の推進」というのはどういう

ことを言いたいのでしょうか。 

領家教育長     確認しますが、評価対象事業②番と③番の言葉が同じよう

なことについてどうだろうかということでしょうか。 

齋藤委員      そうです。②番が確かな学力の向上を目指した教育の推進

とあります。③番も同じ言葉を重ねて入れておいて、加えて

子どもの可能性を伸ばす個別最適化の推進とあります。③番

には②番の同じ言葉は要らないと思うのが１点。子どもの可

能性を伸ばす個別最適化の推進でいいのではないかというの

が１つですね。もう１つは、評価対象事業③と④に個別最適

化の推進という言葉が使われているのですが、これどういう

ことを言っているのでしょうか。 

齋藤課長      その言われました重点項目１の中における②番目は確かな

学力の向上を目指した教育の推進、③番目については確かな

学力の向上を目指した教育の推進と子どもの可能性を伸ばす
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個別最適化の推進、④番目に子どもの可能性を伸ばす個別最

適化の推進（いじめ未然防止の組織的な取組）という表現に

ついてという話になりますね。 

齋藤委員      そうです。 

齋藤課長      はい。そういたしますと、表現上はこういう表現での事業

という名称にはなっておりますが、例えば令和６年度の事業

評価シートを見ていただければうれしいと思います。事業別

の点検・評価シート、資料１になります。資料１の中の、先

ほど言われた評価事業番号が②番、③番、④番と振られてい

ます。具体的な施策の名称はそういう名称ですが、施策内容

が違います。表現、具体的な施策名は一緒に見えるかもしれ

ませんが、施策の内容としてはそれぞれが違った観点のもの

を打ち出しています。ですので、ここにとらわれることな

く、この評価シートの中における施策内容に基づいて目標事

業を立てて、昨年の段階でこれについては皆確認をしており

ますので、これに基づいて取り組んだ事項について評価し、

これについての点検をいただいた状況です。そのため、ここ

ら辺につきましては、表現はこうあるかもしれませんが、具

体内容としては少し内容とそれぞれが違うということの意識

の中で整理をさせていただければと思っています。説明は以

上になります。 

齋藤委員      それからもう一つ、「個別最適化の推進」という言葉を使

っていますが、もっと分かりやすい別の言い方はないのでし

ょうか。 

杉原参事      個別最適化の学びというところでございますが、評価対象

事業目標１番のＩＣＴ機器の活用というところで、子ども自

身の学びの仕方というのは様々であります。ゴールは１つで

はあるけれども、子どもが探求する方法であるとか、調べ

る、例えばペアでやりたい子もいれば１人で黙々とやりたい

子に合わせた学習を進めているというところです。それか

ら、評価対象事業目標２番の保幼こ小、幼小連携のところで

すけれども、今、幼の教育、保育の方針がこどもまんなかと

いうところで、子ども自身の気づきだったり発想だったりを

学びに広げていく、いわゆる子ども一人一人の学びが学習に

つながるというところを滑らかに連携するというところを取

り組んでおりますので、そういった意味で個別最適化と名づ

けております。以上です。 

齋藤委員      これは前から、最適化という言葉を使っていましたか。 
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齋藤課長      はい。 

領家教育長     新しい学習指導要領になった時に文部科学省がこれをキャ

ッチフレーズにしようと推し進めた言葉です。 

齋藤委員      その指導要領では、この個別最適化という言葉を使ってい

ますか。 

杉原参事      昨年度もこういった文言で書かせていただいております。 

齋藤委員      はい。分かりました。以上です。 

領家教育長     ありがとうございました。そのほか、いかがでしょうか。 

森脇委員      読ませていただいて、特に私が評価としてよかったなと思

ったのが、山城サミットが、多くの方のご協力の下、成功し

たという表現で多分いいと思うのですが、多数の方に参加い

ただいたというのは非常に大きかったと思います。担当課、

大変ご苦労は大変大きかったと思いますが、いろいろな課が

絡んで、学校教育では地域学習を推進した結果だと思います

し、社会教育分野では公民館の方のいろいろご協力もあった

と思います。 

それから、行政部局では地域住民の方にいろいろボランテ

ィアで参加していただくことがあって、本当にオール益田と

いうか、そういう形でできたいい成果だったのではないかと

私は思いますので、評価がＡまでしかないので、Ｓぐらいあ

ってもいいのではないかと個人的には思いました。本当にい

い形で令和６年度のこの山城サミットが、みんなの力ででき

たと私は感じました。以上です。 

田中課長      令和６年度、大変皆さんに協力していただいて、１つの目

標に向けて様々な担当課の方も協力していただいて、よい企

画だったと思っております。ただ、これをまた令和７年度と

引き継いでいくということは、またこれから一つ大変だなと

思っています。あと、なかなかこういう目標に向かって市と

して一丸となって進むというのは本当にできないことだな、

今更ながらですが感じるところでございます。何とかして頑

張っていきたいと思います。 

領家教育長     ありがとうございました。ご質問等なければ、森脇委員の

ようなご感想とかお感じになられたことをご発言いただいて

も結構です。他の委員の皆様方いかがでしょうか。 

齋藤委員      社会教育施設、公民館とか図書館の利用率がコロナ前から

２割ぐらい利用者数が減少していたこととその復活に力をこ

れから入れないといけないという説明がありましたが、具体

的にどのような方策で利用率を増加しようという考え方があ
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るのか、事務局のお考えを伺いたいです。 

領家教育長     ありがとうございました。外部評価委員の志々田委員の感

想、このたびのコロナ前と、それから現在の比較等のご感想

もありましたので、岡﨑課長、ありましたらお願いします。 

岡﨑課長      図書館につきましては、利用者アンケートを取っていま

す。その中ではやはりヘビーユーザーの方は小説等の新刊等

が特に気になるという回答が多いです。これは具体的なクロ

ス集計というよりも、全体のところが少し一定程度高齢の

方々の声が多く反映されているので、利用される方の年齢層

を見てもそういった方が多いですが、一方では若者の意見も

聞いてほしいという図書委員の声もあったりして、新たに、

今まではヒアリングで直接聞いていましたが、ＱＲコードを

使いながらスマホで簡単に声が聞ける形のものも、新たな若

者をターゲットにして、声を聞くようなことをしております

ので、そういったものを取り込んで、具体的に足を運んでも

らえるようなヒントにならないかと思い、声の聞き方を工夫

しながら取り組んでおります。今まで取り組んでいるスペシ

ャルおはなし会等のいろいろなイベントは継続していこうと

思っております。 

体育施設については、多少伸びつつある状況にもなってお

ります。こちらも指定管理者の方々に大変にご努力いただい

ております。そこと加えてスポーツを推進する施設と個人を

つなぐ中間支援組織であるスポーツ協会の企画にもしっかり

力を入れていただくために、今後はスポーツを下支えする仕

組みに対して、もっと力を入れていきたいと思っています。

機会をいかに創出していくかというところを工夫していきた

いと思っています。 

これは、部活動の地域移行の観点からもそういったスポー

ツの受皿づくりというのが求められていますので、両輪にな

ってこれもやっていきたいと考えております。以上です。 

領家教育長     そのほか、委員の皆さん、いかがでしょうか。よろしいで

しょうか。それでは、皆さん方もよろしいようですので、こ

の件につきましては採決に移らせていただきたいと思いま

す。本件につきまして、令和７年度（令和６年度事業分）益

田市教育委員会点検・評価報告書について原案のとおり賛成

の方は挙手をお願いしたいと思います。 

教育委員     ＝挙手全員＝ 

領家教育長    ありがとうございます。挙手全員ですので、本件は承認され
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ました。では、事務局は必要な手続を進めてください。本日

予定しておりました議事は全て終了いたしました。これをも

ちまして第９４７回益田市教育委員会臨時会を終了させてい

ただきます。本日はありがとうございました。 

 
＝終了時間 １７時００分＝ 


